
         

 

  

 
受け継ぐ 

 早朝から蒸し暑さが漂う南流中の正門付近。７月上旬にしてこの暑さですから、これから本格的に訪

れる夏はどうなるのか、と不安な気持ちが湧き上がります。 

しかし、そんな弱気な気持ちを打ち消してくれるような光景が、南流中では至る所に転がっています。

朝からあいさつ運動で頑張る子ども達の一生懸命な姿。期末テスト当日「頑張ってね！」と声をかける

と「ありがとうございます！頑張ります！」と笑顔で答える男の子の表情、渡したい物がある、と手にか

わいい手作りのマグネットや折り紙をもって校長室にやってきたひまわり学級の子の優しい笑顔…。 

こうした子ども達の姿を見て元気が出ないわけがありません。汗をかこうが、疲れようが、この子ども

達の成長のためなら、何だってやってやるぞという強い気持ちが強烈に湧き起こります。 
 

「蒸し暑さ」で思い出すのは、５月２２日から２４日に行われた広島、京都への修学旅行。あれから一

月あまり。私は今もあのときの子ども達の姿が頭から離れません。 

初日、３年生の子ども達がグループごとに、広島の平和記念公園内の様々な石碑を巡り、原爆の語り

部の方々からお話を聞いています。子ども達は、語り部の方を一時たりとも目をそらすことなく見つめ

ています。語り部の方のお話は余りに具体的で切実。苦しくなるほどの状況が脳裏に浮かびます。 

昭和２０年当時、広島市の人口約３５万人のうち、同年１２月末までに約１４万人が亡くなったとされる

あの恐ろしい原爆が投下された、爆心地を今、我々は歩いている。１９４５年８月６日午前８時１５分、この

あたりの地表面温度は 3,000～4,000度にも達し、一瞬にして命を失った犠牲者が数多くいた。足から

伝わる地面の感覚、広島の空気、それらが余計に語り部の方々の話を今この瞬間に引き寄せます。 

事前に平和学習に取り組んでいた３年生は、各自が課題意識を持ち、今回の修学旅行の初日に臨ん

でいました。私は子ども達の澄んだ目や真剣な表情に神々しさを覚え、心が震えました。 

終了後、語り部の皆さんにお礼を申し上げると、口々に「真剣に話を聞いてくれました」「こちらこそ有

り難うございました」「素晴らしい生徒さん達ですね」との言葉。うちの自慢の３年生が褒められたから

でしょうか、胸が熱くなり、嬉しくて嬉しくて言葉が出ず、涙がこぼれてしまいました。 

次は、修学旅行後にまとめられた一人の３年生の報告書からの抜粋です。 
  

◆平和資料館で見たものは、思わず目をそらしたくなるような本当に悲しいものばかりでした。話では聞い

ていても、私達と同じくらいの歳で亡くなった人の顔写真や衣服、怪我の有様を実際に目にして、とても

胸が痛みました。多くの死体が積み重なっている資料や影だけが残った階段、そして放射能によって変形

した皮膚は正直とても怖くて、現実に起こったとはとうてい信じられませんでした。また、生き残っても

孤独感や放射能による後遺症で苦しんでいた、ということを知って、本当に苦しかったです。実現するこ

とが難しくても“核なき世界”や“平和な世界”を求め続けなければならない、と改めて感じました。そ

してその為に、この惨劇を誰も忘れることができないようにしていくことが大切だと思いました。 
  

「この惨劇を誰も忘れることができないように」。歴史を受け継がなければ、という祈りにも似たこの３

年生の思いは、広島への修学旅行でこそ生み出された貴重な学びの成果であったと思います。 

「受け継ぐ」という意味では、７月２１日からの夏休み期間には、広島「原爆の日」だけでなく、同じく多

数の犠牲者を出した８月９日の長崎「原爆の日」が、さらに８月１５日の太平洋戦争の「終戦記念日」があ

ります。子ども達が今の平和な日本を作りだしてくれたお年寄りから過去のお話を直接伺ったり、自分

なりに書物で調べたりすることは貴重な学びにつながるはずです。我々の成長には、過去の出来事から

謙虚に、素直に学ぶ姿勢が欠かせません。これからを生きる子ども達には、過去の歴史を受け継ぎ、自

分達の歩みに生かせる夏にして欲しいと思います。 

 そんな夏休みまで残り３週間。１学期の締めくくりとして大切な日々です。６９５名の南流中の最高の子

ども達のさらなる成長のため、我々教職員も気を引き締め、一致団結して教育活動に邁進します。 

 保護者・地域の皆様方、今後ともご理解・ご協力のほど、何とぞよろしくお願いいたします。 
                           流山市立南流山中学校 

                         校 長  宮本 信一 
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☆部活動大会（市内大会）結果報告☆ 
○男子バレーボール部 準優勝   優秀選手賞・内田樹、小野海斗 

○剣道部 個人戦 ３年女子の部 第２位 阪本羽純 

         １・２年生女子の部 優勝 上野美琉   １・２年生男子の部 第３位 山口蒼生 

     団体戦 女子の部 準優勝   男子の部 準優勝 

○男子バスケットボール部 第３位   優秀選手賞・山口拓人   ○野球部 第３位    ○ソフトボール部 第３位 

○特設水泳部 男子総合 第３位 

       ５０ｍ自由形 第２位 臼井秀   １００ｍ平泳ぎ 第１位 臼井秀 

       １００ｍ自由形 第２位 佐藤秀一   １００ｍ平泳ぎ 第２位 谷奏磨 

       ５０ｍ自由形 第２位 嶋羽海   ２００ｍ個人メドレー 第２位 嶋羽海 

○陸上部 総合 優勝   男子総合 優勝   女子総合 優勝 

１年１００ｍ 第２位 古平光汰  第６位 飯田悠莉  ２年１００ｍ 第２位 陳思宇  第３位 菊沢惺   

３年１００ｍ 第２位 古平比呂人  共通２００ｍ 第３位 中山葵  第６位 山本陽祐   

１年１５００ｍ 第３位 関根快  共通１１０ｍH 第１位 古平比呂人  第４位 成瀬瑠威 

共通４×１００ｍR 第１位 陳思宇・宮村拓実・古平比呂人・菊沢惺 

 １年走幅跳 第２位 牧逸樹  第４位 高松悠斗  共通走幅跳 第１位 宗像航輝  第３位 寺田佑汰  

共通走高跳 第１位 横山廉  第２位 宮村拓実  男子砲丸投 第１位 平石蔵甫  第５位 武内響平 

 １年１００ｍ 第１位 比嘉杏奈  ２年１００ｍ 第５位 井實凜  ３年１００ｍ 第５位 加藤羽菜 

 共通８００ｍ 第２位 中山佳那子  第４位 岩田優羽  共通１５００ｍ 第２位 岩田優羽  第５位 中山佳那子 

共通１００ｍH 第１位 原佑奈  第２位 比嘉杏樹 共通４×１００ｍR 第２位 比嘉杏樹・原佑奈・井實凜・加藤羽菜 

１年走幅跳 第１位 北村彩音  第５位 小林夏芽  共通走幅跳 第１位 原佑奈   第２位 比嘉杏樹 

 共通走高跳 第１位 加藤羽菜  第３位 小倉夕奈  共通砲丸投 第２位 白井楓夏  第６位 戸辺ひなた 

 

の行事予定 

 「体育祭について」 

 
 令和５年度体育祭について以下
のとおりとさせていただきます。 
 
日時：令和５年 9月 1６日（土） 
   【雨天順延 9月 1７日（日）】 
 
今年度の体育祭につきましても

生徒の活動場所の確保のため、保
護者の方の参観は制限させて頂き
ます。詳細につきましては、後日
お子様をとおして、お便りを配布
させて頂きます。ご理解ご協力お
願いいたします。 
 
なお、当日は、受付にて、体育

祭用の名札を配布させて頂きま
す。普段使用している、名札入れ
をご持参ください。また、お弁当
の用意をお願いします。生徒は、
教室に戻っての昼食となります。
保護者と一緒の昼食はありませ
ん。 
 
 
 
 

 

日 時         行 事 予 定     最終下校時刻 

3日(月) 

4日(火) 

5日(水) 

7日(金) 

8日･9日 

10日(月) 

11日(火) 

12日(水) 

13日(木) 

15･16日 

17日(月) 

18日(火) 

19日(水) 

20日(木) 

21日(金) 

22･23日 

28日(金) 

 

9月 1日 

 4日(月) 

生活アンケート 

テスト返却開始 

部活動休養日・代表委員会（１学期最後） 

漢字検定 

葛北大会 

WEBQU（３年生） 

WEBQU（２年生） 

部活動休養日・委員会（１学期最後） 

WEBQU（１年生） 

葛北大会 

海の日 

給食最終日 

部活動休養日・給食なし 

終業式・部活動再登校 14:00 

夏季休業 

葛北大会 

三者面談・二者面談～8／4(金)まで 

（会場：南流山小学校） 

２学期始業式・部活動休養日 

実力テスト 

16:00 

16:00 

14:20 委員会 15:30 

16:00 

 

15:45 

15:45 

14:20 委員会 15:00 

18:00(13、14日) 

 

 

17:00 

11:30 

16:00 

※夏休み期間中は 

完全下校１６：００ 

 

デジタル採点システムの導入について 

 この度、教員の働き方改革および採点の正確性向上のため、記号の自動採点やデジタル処理による効率的な

採点を行なう、デジタル採点システムを導入しました。教科によっては、生徒が記載した答案とデジタル採点

システムにより採点し印刷した答案を併せて返却いたします。ご理解のほど、よろしくお願いします。 


